
 
子どもたちの環境と保育の質を守る[シンポジウム

（トーク集会）]を開催します。 

子どもたちを守るために、みんなで情報交換し

て、知恵を出し合いませんか。 

 ◆日時＝2023 年 11 月 26 日（日） 

     午前 9 時 40 分から 

 ◆場所＝練馬区男女共同参画センターえーる 

     （石神井公園駅から徒歩 5 分） 

 ◆テーマ＝①閉園から子どもを守るために 

   ②民間委託を目前に不安なこと 

   ③保護者が声をあげる大切さ―父母会活動 

   ④保育の質を考える 

   ⑤練馬と東京都の保育施策の特徴 

 

ねりま父母連ニュース Ｎｏ.60  

 

第二子も無償化実現！ 保育の質が課題。 子ども犠牲の閉園はノー！ 

保護者の声を背景に、幼児保育は 2019 年（令和元年）から保育料無償化がはじまりました。今年 10 月からは、第二

子についても無償化が実現しました。練馬父母連は、保育料の値上が計画された時から、「保育料の値上はやめて完

全無償化を！」と区に働きかけてきました。長い間、父母連が求めてきたことが実現したことになります。 

保育園の状況と情報交換のための「シンポジウム」（トーク集会）を開催します！ 

各地で送迎バスでの園児の事故や保育士による虐待事件な 

ど、保育園をめぐる事故や事件が続いています。練馬でも５年 

前に無認可施設で死亡事故が発生。それらの施設で共通してい 

る事は、どこも父母会が無い事です。それは偶然ではありませ 

ん。保護者が保育の質に注視して、声を上げていくことは、子ど 

もの命を守るうえでも大切です。いま練馬区は、保育園を閉園 

し、委託園を公的責任から外す民営化を進めるとしています。 

区は「待機児童ゼロ達成」と盛んに言っていますが、兄弟で 

同じ園を希望する家庭や認可保育園以外の施設でも入所すれ 

ば待機児とみなさないなど、［保育の質］につながる問題が新 

たに発生しています。 

また、いくつもの施設を見学して「ここは安心できる」と思い 

入園したものの、「閉園」を告げられ、求めた説明会も開催しな   

いなど、強引な区のすすめ方にも批判の声があがっています。   ★保育室を設ける予定。 

子どもに犠牲を強いる施策に、保護者は何もできないのでし 

ょうか？ 子どもを守るために何をすればよいのでしょうか。 

保育園で起きている事について情報交換しませんか（➚） 

 

練馬父母連に参加して、子どものために、ご一緒に声をあげましょう！ 

［父母連とは］－練馬区保育園父母連合会の略称で、一つの保育園父母会では保護者と子どもの声が届かない 

問題について、力を合わせて行政に声を届けています。 

＜これまで父母連が実現した成果＞ ・認可保育園の増設、・保育料の無償化（幼児クラス）、・コロナ禍での保育

園の消毒液と検温器の設置、・園職員への奨励金支給の働きかけ[実現]、・冷暖房装置等環境整備、・入園相談と区

への要望、・希望者のいる園での延長保育の実施、・父母会活動への援助や情報提供、等。 

父母連への加盟は、園の父母会単位が基本ですが、個人加盟（加盟費 1000円）も大歓迎です。 

子ども達のためにご一緒に声をあげていきませんか。興味•関心のある方はぜひ父母連宛にメールください。 

【問い合わせ先】  neri_fubo@yahoo.co.jp 父母連事務局 
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練馬区保育園父母連合会 

事務局長：満川知代 

neri_fubo@yahoo.co.jp 保育園の父母の交流と保護者の願いを実現するために 
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「子ども達にもう一人保育士を！」― 全国保護者アンケートにご協力ください。 

保育士の「配置基準」を改めて、［もう一人の保育士を］という声が広がっています。保育園（卒園児含む）の保護者を対

象にしたアンケート運動に取り組んでいます。下記のチラシにあるＱＲコードから回答できます。ご協力をお願いします。 

 


